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　２０１１（平
へい

成
せい

２３）年に起こった東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

では，なくなった人，ゆくえ

不
ふ

明
めい

になった人をあわせておよそ２万人にのぼりました。

　なぜ，こんなに多くの人がひ害
がい

にあったのでしょう。ひ害
がい

にあった人の半数以
い

上
じょう

が，おじいちゃんやおばあちゃんでした。年を取ると，足が悪くなって歩くこ

とが困
こん

難
なん

になったり，ねたきりになったりする人が増
ふ

えます。だから，自分自身

ですぐにひ難
なん

できる人が少なかったのです。

　また，助かった人の中には，一度家に帰った人が３人に１人もいました。実際

に津
つ

波
なみ

を見てからにげた人も，１０人に１人いました。これらの人も，一歩まち

がえれば，津
つ

波
なみ

に巻
ま

きこまれていた可
か

能
のう

性
せい

があります。

　津
つ

波
なみ

でたくさんの人がなくなった地
ち

域
いき

では，立っていられないような強いゆれ

が１分以上続
つづ

きました。もちろん大
おお

津
つ

波
なみ

警
けい

報
ほう

も出ました。しかし，半数近くの人

は，その警
けい

報
ほう

が出たことを知りませんでした。長い時間にわたって地
じ

震
しん

でゆれた

ときは，津
つ

波
なみ

が来るかもしれないと思わなければなりません。そう思ったら，に

げなければなりません。これは，兵
ひょう

庫
ご

県だけでなく日本のどこでも，あるいは世

界の海に面した国でも応
おう

用
よう

できる知
ち

識
しき

です。

　近い将
しょう

来
らい

，四国のおきで，南
なん

海
かい

地
じ

震
しん

が起こるのではないかと，とても心配で

す。兵
ひょう

庫
ご

県には，南
なん

海
かい

地
じ

震
しん

で起こった津
つ

波
なみ

の第一波が，まず淡
あわ

路
じ

島に約
やく

５０分で

やって来ると予想されています。その後，津
つ

波
なみ

は大
おお

阪
さか

湾
わん

に入り，神
こう

戸
べ

や東の芦
あし

屋
や

，西
にしの

宮
みや

，尼
あまが

崎
さき

を，あるいは西の明
あ か し

石から

赤
あ こ う

穂を順
じゅん

番
ばん

におそいます。しかし，これらの

地
ち

域
いき

では津
つ

波
なみ

が来るまでに十分な時間がある

はずです。あわてずにひ難
なん

すれば，命をなく

すことはありません。そして，ひ難
なん

したら，

少なくとも６時間程度，警
けい

報
ほう

が出ているあい

だは家に帰ってはいけません。大きな津
つ

波
なみ

は

何度もくり返しやって来るのです。

　大切な命を守るためには，どこへひ難
なん

するのか，どの道を歩いていくのか，家

にねたきりのおじいちゃんやおばあちゃんがいたらどうするのか，いろいろなこ

とを地
じ

震
しん

が起こる前に周りの人と相談して，決めておく必
ひつ

要
よう

があります。そし

て，ひ難
なん

訓
くん

練
れん

にも参
さん

加
か

しなければいけません。地
じ

震
しん

が起きても，そしてそれが真

夜中や，雨が降
ふ

っているときだとなおのこと，人間というのは，つい，ひ難
なん

しな

くてもよいのではないかと考えがちになります。それがとても危
き

険
けん

なのです。家

族そろってひ難
なん

訓
くん

練
れん

に参
さん

加
か

して，災
さい

害
がい

に備
そな

えて最
さい

善
ぜん

の準
じゅん

備
び

をしておきましょう。

　津
つ

波
なみ

はとても手ごわい災
さい

害
がい

です。津
つ

波
なみ

に対しては，何よりも「にげるが勝ち」

なのです。でも，実
じっ

際
さい

には，地
じ

震
しん

で家がこわれて，道路が通れないかもしれませ

ん。ブロックべいも倒
たお

れているかもしれません。このような場合でも，地
じ

震
しん

が起

こる前に調べておけば，他の道を行くこともできるでしょう。災
さい

害
がい

にあって，け

がをしたり，命を落としたりしないためには，正
せい

確
かく

な知
ち

識
しき

をもち，前もって準
じゅん

備
び

をしておくことが，とても役に立つのです。学校や家でどのような準
じゅん

備
び

ができる

のか，先生や友
とも

達
だち

，家族のみんなと話し合ってみましょう。
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